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王子公園再整備にかかる大学設置・運営事業者公募 

関西学院大学王子キャンパス 事業実施計画提案概要 
 

 

 

１．大学運営（教育・研究等） 

(1)全体コンセプト 

 

自分で、みんなで。未来を起動するオープンイノベーションパーク 

― 地 域 ・ 社 会 ・ 世 界 が 大 学 に 入 っ て く る 学 び ― 

 

目まぐるしく変転する予測困難（VUCA※1）な時代、高等教育は Teaching（教育）から Learning

（学習）へ、知識伝達から能力（コンピテンシー）の育成へとパラダイムシフトしている。専

門分野の知識・理論の習得とともに、他者や異なる分野と協働して地域や世界の課題解決に取

り組み、地域・社会・世界にイノベーションを起こす人材を育成・輩出していく。 

 

(2)王子キャンパスで育成する人材像 

 

未 来 を デ ザ イ ン し 、 起 動 で き る 世 界 市 民 

 

世界や社会との連携、交流を通じて、国際性や多様性への理解を身につけ、アントレプレナ

ーシップを発揮してより良い社会の実現に貢献できるイノベーション人材の育成を目指す。 

▶「未来をデザインする」… 現代の複雑な課題に対して、他者と対話し共感しながら、 

進むべき方向性や解を見出し、提案する 

▶「未来を起動する」……… 社会と世界のために、新たな価値を自ら生み出すアントレ 

プレナーシップを発揮する 

 

(3)アカデミックコンセプト 

 

V U C A の 時 代 を 切 り 拓 く イ ノ ベ ー シ ョ ン 能 力 を 涵 養 

 

  ▶課題解決に焦点を据えた学際的な学びを重視 

  ▶国際都市神戸にふさわしい、世界から学生が集まるキャンパスの形成 

  ▶最先端のデジタル技術で既存キャンパスと緊密なネットワークを築き、総合大学としての

リソースを活用 
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(4)キャンパスコンセプト 

地域・社会・世界の様々な人、情報が行き交うプラットフォームキャンパス 

  【空間】緑豊かな景観と調和するキャンパス 

【機能】王子公園と一体的なまちに開かれたキャンパス 

  ※詳細は「3.都市計画・景観等」を参照 

 

(5)学生・教職員の規模    学生数  4,000 人程度   

教職員数   200 人程度 

 

2．地域・社会への貢献 

(1)地域経済 

 王子キャンパスをイノベーションエコシステム※2 のハブに位置付ける 

 ▶国際性豊かな教職員・学生が神戸を舞台に産官学民連携の取組を展開 

 ▶アントレプレナー育成により、王子を創業・成⾧の基地へ押し上げる 

 ▶実績のある各種起業支援プログラムを既存キャンパスとも連携しながらブラッシュアップし、

王子キャンパスでも提供 

(2)地域貢献 

 ▶ あらゆる世代や属性の人々が日々気軽に訪問できる場として、キャンパス施設を開放 

   ・地域住民や王子公園、動物園利用者等へのレストランやカフェ、食堂の開放 

   ・社会人や学生等へのオープンラボやまちライブラリー（図書館）の開放 

   ・地域住民等への庭やテラス、ホール、アリーナ、チャペル等の開放 

 ▶ 社会のあらゆる人々が学びの楽しさに目覚めるリカレントラーニングパークの形成 

・総合大学の強みを活かし、既存キャンパスの知見も活用しながら、多様なニーズに応じた

リカレント・リスキリング教育プログラムを提供し、神戸のまちと人の未来創造を支援 
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・生涯学習プログラムによる子育て世代や高齢者の学びを提供 

 ▶ 商店街、王子動物園のイベント等への学生の協力・参加や、研究成果の市民への発信など大

学のイベントへの地域住民の参加といった、学生と地域の人々が交流する機会を創出 

 

3．都市計画・景観等 

(1)空間 

▶緑豊かな六甲の山並みと調和したランドスケープを計画 

▶ボリュームを抑え、六甲の山並みに配慮した分棟による配棟計画 

▶石積擁壁をなくし、緑の斜面ですりつけることで、周辺の緑地空間とシームレスに繋がる開

放的なキャンパスを整備 

▶周辺に広がる緑を建物に積層させるとともに、アースカラーを基調とする色彩デザインによ

り、周辺の自然環境との調和を図る 

(2)機能 

▶中庭を含む外部空間を開放し、どこからでも入れる公園のようなキャンパスを整備 

▶社会とシームレスにつながるキャンパスを目指し、あらゆる世代や属性の人々が日常的にキ

ャンパスに立ち寄り、施設などを利用し、学生と交流できる場と機会を提供 

▶神戸市との連携のもと、屋外避難場所、屋内避難場所を設置するなど、広域防災拠点・王子

公園の防災機能の向上に寄与 

 

４．開設時期（予定）※3 

キャンパス開設は 2029 年～2031 年頃を予定。 

 

【注釈】 
※1 VUCA（ブーカ）とは …  

Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）と

いう 4 つの単語の頭文字をとった言葉で、目まぐるしく変転する予測困難な状況のこと。 
※2 イノベーションエコシステムとは …  

大学、行政、企業、地域などの様々なプレーヤーが相互に関与し、絶え間なくイノベーション

が創出される、生態系システムのような環境・状態のこと。 
※3 開設時期（予定）について… 

 今後の市と大学間での協議や王子公園全体の再整備の進捗状況により、開設時期は変動します。 
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＜キャンパスのイメージ＞ 

 

何れも提案段階の素案であり、詳細な仕様は今後あらためて検討し具体化する予定です。 

また、王子公園部分の整備内容や樹木配置等は優先交渉権者がイメージしたものであり、市が

検討を進めている整備内容等を示したものではありません。 

 

 

〇全景 

 

王子公園南東部上空から六甲山を望む 
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〇グラウンドレベル（施設配置図） 

 緑の広場から芝生の丘、中庭、散策の庭を緑のネットワークでつなぎ、一体感を創出 

 

  

阪急王子公園駅側から六甲山を望む 
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〇周辺の緑地空間とシームレスに繋がる開放的なキャンパス 

 

 

 

 

〇開放するキャンパス内の施設 

 

◀ レストラン 

眺望を楽しみながら食事を楽しめる 

レストランを計画 

 

 

テラス ▶ 

   周辺の緑がキャンパスのテラスの緑と 

立体的に連続する空間を計画 

 

 

◀ まちライブラリー（図書館） 

  一般の方が利用できる大学図書館 

「まちライブラリー」を検討 

 

 

オープンラボ ▶ 

   学生と市民・企業等が集う、 

学びと交流のプラットフォームを形成 

 

 

現状 計画後 


